
筑波大学人文・文化学群日本語・日本文化学類 

開設授業科目「成績評価基準」 

 

科目番号：AE13B81 

科 目 名：言語と文化Ⅱ 

担当教員：金仁和 

成績評価方法：① 口頭発表 20%、② 小課題 50%、③ 期末レポート 30%          

成績評価基準： 

 A+（90 点以上） A（80～89 点） B（70～79 点） C（60～69 点） D（60 点未満） 

① 口頭発表 

（20%） 

発表内容について周到な

調査・準備が行われてお

り、明確な問題意識が提

示されている。 

発表内容について十分

な調査・準備が行われ

ており、適切な問題意

識が提示されている。 

発表内容の調査・準備

に十分とは言えないも

のの、問題意識は明確

である。 

発表内容の調査・準備

も十分とは言えず、問

題意識も明確ではな

い。 

発表内容に論理的根拠が

乏しく、適当とは言えない

問 題 意 識 が 示 さ れ て い

る。 

② 小課題 

（50%） 

課題の解決に独創性があ

り、説得的かつ検証可能

な根拠に基づいて論述さ

れている。 

課題の解決が検証可

能な根拠に基づいて論

述されている。 

課題の解決に独創性

はあるが、課題の解決

に検証可能な根拠が

十 分 に 示 さ れ て い な

い。 

課題解決の根拠も十

分ではなく、独創性に

欠ける。 

課題の解決が不適切な根

拠に基づいて行われてい

て、独創性も欠如してい

る。 

③ 期末レポート 

（30％） 

課題の解決に独創性があ

り、説得的かつ検証可能

な根拠に基づいて論述さ

れている。 

課題の解決が検証可

能な根拠に基づいて論

述されている。 

課題の解決に独創性

はあるが、課題の解決

に検証可能な根拠が

十 分 に 示 さ れ て い な

い。 

課題解決の根拠も十

分でなく、独創性に欠

ける。 

課題の解決が不適切な根

拠に基づいて行われてい

て、独創性も欠如してい

る。 

 

 

 

 

 

 


